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　ではこのような呼吸変化が起きることが、音楽を聴くという知

覚体験に何らかの意味を与えるのでしょうか？実は、ここまでお

話した呼吸と音のタイミングが体と感情に影響を与えるという現

象を、我々は無意識のうちに活用している可能性があります。例

えば一定のリズムで打たれる太鼓の音を聴いていると呼吸周

期が音に引っ張られて速くなることが知られています。では呈示

　我々は呼吸と音のタイミングの関係が音の印象に影響を与

える可能性を探るために、新たに呼吸と音の関係をコントロー

ルできるシステムを作成しました。このシステムを実装するに当

たっては、呼吸の位相を解析する信号処理技術や引き込みモ

デルなどが応用されています。このシステムを使うと、周期的変

化のある音のデータに対して、楽譜のようにどこで息を吸うか、

　呼吸、心臓、睡眠、歩調など、私達が何気なくすごしていると

きも体は常に多種多様なリズムを作り出しています。ではそのよ

うな周期的な活動が、知覚に与える影響はないのでしょうか？

私達の感情（情動）が呼吸に深く影響することは、息が詰まる、

息を潜めるといった言葉にも見られるように、よく知られていま

す。一方で、呼吸の状態が知覚体験に与える影響はまだ研究

の途に着いたばかりです。我々のグループでは呼吸と音の関係

を探ることにより、人間理解を深めるだけでなく、より深い感動

を生むインタフェース（音呈示装置）の設計に生かすことをめざ

し、研究を行っています。
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感じ方まで変わる？息と音の不思議な関係 
呼吸と音の相互関係とその心理的効果

図１：物理的にまったく同じ音を聞いたとしても呼吸のタイミングによって
      身体の反応が異なります

図２：我々は呼吸の運動と音の刺激タイミングを合わせることによって、
      感情（情動）に影響を与えることを発見しました

呼吸と合った音の印象

　呼吸は一時的に止めることはできても息を止め続けることは

できません。実際、呼吸の制御経路は自分の意思で働く大脳皮

質由来の経路と、自分の意思とは関係なく働く脳幹を中心とし

た自律神経系の経路の２つが大きく関わっています。この意思

とは関係なく働く自律神経系は、外からの刺激に常に反応しな

がら感情の基礎を形作ります。例えば音が突然聞こえたりする

呼吸のタイミングと自律神経系の反応

呼吸と音の関係を極めた先の
新たな体験の提供を目指して

どこで息を吐くかの情報を追加することで、呼吸の動作と音の

周期的変化を同調させることができます。すなわち、このシステ

ムを使うことにより、継続的に息を吸うと音が高くなる、吐くと音

が低くなる、といった状況を作り出すことができるようになりま

す。我々はこの装置を使った実験を通して、呼吸と音の変化を

一致させると、まったく同じ音に対しても感じ方が変わるというこ

とを示すことに成功しました[2]。つまり、呼吸をするタイミングと

音の変化のタイミングをコントロールすることで、体の微弱な反

応を変えるだけでなく知覚的な印象をもある程度左右できるこ

とを、示すことができたことになります(図2)。

される音が複雑な音楽になった場合はどうでしょうか？直感的に

は音楽と呼吸は関係すると思うかもしれませんが、学術的には

呼吸が速くなる傾向があるという以上の知見はありませんでし

た。そこで、我々は同じ音楽を繰り返し同じ人に聞かせる実験を

行いました。すると、同じ曲を聞かせても人それぞれに特有の呼

吸パターンが浮かび上がってくることを発見しました[3]。つまり、

その曲の経験を積むほど、どの音の場面で息を吸うか、吐くかと

いったパターンが決まってくるということです。我々が得た知見

（息のタイミングと音の変化が一致すると知覚的印象が変わる）

とあわせてみると、より音楽の印象を深く感じるために無意識的

に呼吸を変化させているとも言えます。これらの知見は将来的

により音楽を楽しむためのインタフェース等を作る上で大きなヒ

ントにもなります。

　我々のグループでは呼吸と音の関係の知見を深めるととも

に、音の信号処理、触覚刺激などの様々な技術を組み合わせ

[4]、より楽しめる呼吸へ誘導したり、より心に響くタイミングで音

を出したりといった、新たな感動を生むインタフェースへの応用

も模索して研究を行っています。

と、定位反応と呼ばれる心拍、血流量、脳波等の一時的変化が

現れ、来るべき状況に対する心と体の準備を行うのです。今ま

での多くの研究は、この定位反応が呼吸といった短い周期の変

化に対しては変わらないという前提で行われてきました。我々は

独自の視点から実験を行い、この音に対する定位反応が吸う吐

くといった呼吸のタイミングによって異なることを発見しました

[1]。この反応の差は知覚的に認識できるようなものではありま

せんが、体の反応が異なるということは、それが積み重なること

によって認知的な体験が異なってくる可能性があることを示し

ています（図1）。
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